
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

�
�
�
�

���������

司
法
試
験
、
公
認
会
計
士

試
験
、
国
家
公
務
員
採
用
総

合
職
試
験
の
難
関
を
突
破
し

た
合
格
者
を
た
た
え
る
「
２

０
１
３
年
度
合
格
祝
賀
会
」

が
１２
月
１７
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
華
や
か
に
開
催
さ
れ

た
。今

年
度
は
司
法
試
験
９

人
、
公
認
会
計
士
試
験
１１

人
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合

職
試
験
１
人
の
合
わ
せ
て
２１

人
が
合
格
。
祝
賀
会
に
は
、

司
法
修
習
や
所
用
の
た
め
欠

席
し
た
９
人
を
除
く
１２
人
が

出
席
し
、
矢
野
建
一
学
長
や

日
髙
義
博
理
事
長
を
は
じ
め

ゼ
ミ
の
指
導
教
員
、
育
友

会
、
校
友
会
関
係
者
ら
の
祝

福
を
受
け
た
。

矢
野
学
長
は
「
私
は
文
学

部
出
身
で
国
家
試
験
に
は
あ

ま
り
縁
が
な
い
が
」
と
前
置

き
し
た
上
で
、
友
人
の
考
古

学
者
を
紹
介
。
「
人
の
や
ら

な
い
こ
と
、
嫌
が
る
こ
と
を

地
道
に
研
究
し
功
績
を
残
し

て
い
る
。
み
な
さ
ん
も
独
自

の
得
意
技
を
つ
く
っ
て
一
層

の
精
進
を
」
と
激
励
し
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
日
髙
理
事
長
は
、
資
格
試

験
を
「
四
角
い
試
験
」
だ
と

解
説
。
「
ま
ず
要
求
さ
れ
た

形
を
こ
な
し
、
難
関
を
く
ぐ

っ
た
ら
丸
で
も
三
角
で
も
依

頼
人
に
応
じ
て
変
幻
自
在
に

や
る
し
か
な
い
。
ど
ん
な
形

で
も
結
構
、
自
分
の
生
き
方

に
合
っ
た
専
門
家
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

水
﨑
保
男
校
友
会
総
務
部

長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
瀬
在

義
夫
育
友
会
長
も
祝
福
。
合

格
者
に
は
専
修
大
学
と
育
友

会
、
校
友
会
職
域
支
部
の
法

曹
会
、
会
計
人
会
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

後
に
、
公
認
会
計
士
試

験
に
合
格
し
た
宮
田
英
嗣
さ

ん（
商
４
）が
代
表
と
し
て
謝

辞
を
述
べ
、「
会
計
士
は
日
本

経
済
発
展
を
担
う
職
業
。
試

練
こ
そ
自
分
を
成
長
さ
せ
る

と
信
じ
精
い
っ
ぱ
い
精
進
し

て
い
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

公
認
会
計
士
試
験
に
現
役

で
合
格
し
た
５
人
に
は
、
今

年
度
新
設
さ
れ
た
校
友
会
奨

励
賞
が
贈
ら
れ
た
。

※
新
司
法
試
験
合
格
者
は
第
５
１
７
号（
１０
月
号
）に
掲
載

（
カ
ッ
コ
内
は
在
学
・
卒
業
年
学
部
、所
属
ゼ
ミ
、出
身
校
）

◆
公
認
会
計
士
試
験

山
本
竜
矢
さ
ん
（
経
済
３
、
静
岡
県
沼
津
東
高
）

小
野
勝
也
さ
ん
（
商
３
、
千
葉
県
船
橋
西
高
）

宮
田
英
嗣
さ
ん
（
商
４
、
安
藤
英
義
ゼ
ミ
、
香
川
県
高
松

商
業
高
）

神
保
将
輝
さ
ん
（
商
４
、
奥
村
輝
夫
ゼ
ミ
、
東
京
都
調
布

２５２４２２２１２０
１９

２２

北
高
）
小
林
貴
之
さ
ん
（
商
４
、
建
部
宏
明
ゼ

ミ
、
神
奈
川
県
厚
木
東
高
）

遠
藤
大
介
さ
ん
（
平
商
、
東
京
都
専
大
附
属

高
）
野
呂
幸
矢
さ
ん
（
平
経
済
、
千
葉
県
八
千

代
松
陰
高
）
大
島
祐
輔
さ
ん
（
平
商
、
岐
阜
県

恵
那
高
）
高
野
晃
徳
さ
ん
（
平
経
済
、
西
村
弘

ゼ
ミ
、
長
野
県
屋
代
高
）

田
上
真
梨
子
さ
ん
（
平
経
済
、
東
京
都
専
大
附

属
高
）
◆
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
【
大

卒
程
度
試
験
】
高
山
直
仁
さ
ん
（
平
経
営
、
山

梨
県
都
留
高
）

入
学
を
機
に
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
よ
う
と
、

会
計
士
講
座
を
受

講
し
ま
し
た
。
大

学
で
初
め
て
会
計

学
や
簿
記
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、

講
座
は
初
心
者
に

も
分
か
り
や
す
く
、

合
格
に
向
け
た
力

に
な
り
ま
し
た
。

試
験
勉
強
で

は
、
講
義
の
取
り

方
を
工
夫
す
る
な

ど
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
確

保
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
計
画
的
に
休
み

を
入
れ
、
時
に
は
友
人
と
遊

び
に
出
か
け
る
な
ど
、
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。
成
績
が
上
が
ら

ず
、

後
ま
で
不
安
は
拭
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
諦
め
ず

に
頑
張
る
気
持
ち
が
大
切
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

計
修
会
も
祝
賀
会

計
修
会
（
専
修
大
学
公
認

会
計
士
試
験
研
究
室
）
主
催

の
公
認
会
計
士
試
験
合
格
祝

賀
会
が
１２
月
１４
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
近
く
の
会
場
で
５０

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
∥

写
真
。
本
年
度
は
計
修
会
室

員
か
ら
、
小
野
勝
也
さ
ん
と

山
本
竜
矢
さ
ん
の
二
人
（
い

ず
れ
も
３
年
次
）
が
合
格
し

た
。

当
日
は
、
計
修
会
室
長
で

も
あ
る
佐
々
木
重
人
商
学
部

長
、
内
野
明
前
商
学
部
長
、

会
計
士
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
Ｏ
Ｂ
に
加
え
、
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
会
計
士
講
座
」
で
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
る
平
澤
哲

先
生
ほ
か
、
日
ご
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
先
生
方
二
人

も
駆
け
つ
け
、
「
現
役
合
格

１０
人
を
目
指
そ
う
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

計
修
会
は
、
身
近
に
合
格

者
に
接
す
る
こ
と
で
競
い
合

い
、
励
ま
し
合
っ
て
同
じ
目

標
に
挑
戦
す
る
仲
間
が
集
う

場
で
あ
り
、
そ
こ
で
鍛
え
ら

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
は
、
社
会
人
基
礎
力
の

向
上
や
卒
業
後
の
連
携
強
化

に
も
役
立
っ
て
い
る
。

ま
た
計
修
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
全
国
大
学
対
抗
簿
記
大

会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

２
０
１
３
年
秋
季
大
会
の
団

体
戦
２
級
の
部
で
、
全
国
優

勝
し
た
。

専
門
性
が
高
く

信
頼
さ
れ
る
職
業

に
就
く
の
が
夢
だ

っ
た
の
で
、
「
計

理
の
専
大
」
に
入

学
し
た
時
か
ら
３

年
次
で
の
合
格
を

目
指
し
ま
し
た
。

会
計
士
講
座
の

奨
励
生（
※
）と
し

て
専
門
学
校
に
通

い
始
め
る
と
、
周

り
は
有
名
大
学
の

学
生
ば
か
り
。
同

じ
時
間
勉
強
し
て

い
る
の
に
成
績
に
差
が
出
ま

す
。
な
ぜ
な
の
か
。
結
論
は

「
自
分
が
で
き
な
い
の
で
は

な
い
。
勉
強
方
法
が
違
う
」。

問
題
集
を
解
く
ば
か
り
で

な
く
テ
キ
ス
ト
を
熟
読
す
る

よ
う
に
し
た
ら
、
苦
手
科
目

の
理
解
が
進
み
ま
し
た
。
重

要
な
の
は
、
自
信
を
失
わ
ず

前
向
き
に
問
題
点
を
解
決
す

る
こ
と
。ゲ
ー
ム
解
禁
で
す
。

全
力
で
試
験
勉

強
に
取
り
組
み
ま

し
た
が
、
そ
れ
が

全
て
で
は
な
い
。

授
業
も
怠
ら
な
か

っ
た
し
、
友
人
と

の
交
流
も
大
切
に

し
ま
し
た
。
試
験

勉
強
も
大
学
生
活

も
一
生
懸
命
や
り

遂
げ
た
―
―
そ
れ

が
誇
り
で
す
。
将

来
は
国
際
感
覚
を

持
っ
た
会
計
士
を

目
指
し
ま
す
。

試
験
勉
強
で
は
時
間
の
有

効
活
用
を
考
え
、
短
時
間
の

中
で
何
が
で
き
る
か
を
常
に

頭
に
置
い
て
い
ま
し
た
。
合

ひ
け
つ

格
の
秘
訣
は
、
そ
ん
な
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。

親
の
い
う
こ
と
を
聞
か
な

い
子
ど
も
で
し
た
が
、
会
計

士
講
座
の
奨
励
生
に
な
っ

て
、
在
学
中
に
難
関
を
突
破

で
き
ま
し
た
。
少
し
は
親
孝

行
が
で
き
た
か
な
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

会
計
の
専
門
学

校
通
学
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
短
期
留
学

と
両
親
に
す
ご
く

負
担
を
か
け
た
の

で
、
絶
対
に
在
学

中
に
合
格
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
一
日

約
１３
時
間
勉
強
し

て
い
ま
し
た
が
、

段
々
気
持
ち
が
落

ち
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
一
緒
に

留
学
し
た
人
の
中

に
は
過
年
度
の
合
格
者
や
合

否
の
結
果
待
ち
の
人
も
多

く
、
勉
強
法
を
相
談
で
き
た

の
が
大
き
か
っ
た
。

息
抜
き
も
大
事
。
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
ジ
ム
で
筋
ト
レ

し
た
り
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り

す
る
と
、
勉
強
に
集
中
で
き

る
。
「
条
文
を
し
っ
か
り
理

解
す
る
こ
と
」
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
も
役
立
ち
ま
し
た
。

高
校
時
代
か
ら

公
認
会
計
士
を
目

指
し
、
合
格
に
向

け
て
手
厚
い
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
定
評

が
あ
る
専
大
に
入

学
し
ま
し
た
。

苦
手
な
科
目
を

作
ら
な
い
よ
う
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
学

ぶ
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
。
私
の
場

合
、
苦
手
は
財
務

会
計
、
こ
の
攻
略

に
時
間
を
注
い
だ

こ
と
が
合
格
へ
の
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
や
る

時
は
や
る
。
休
む
時
は
休
む
」

と
い
う
メ
リ
ハ
リ
も
大
事
。

奨
励
生
に
な
れ
た
こ
と
や
大

学
か
ら
の
補
助
や
ア
ド
バ
イ

ス
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

ゼ
ミ
の
建
部
宏
明
先
生
に
合

格
を
報
告
す
る
と
、「
本
当
の

ス
タ
ー
ト
は
こ
れ
か
ら
」
と

肩
を
た
た
か
れ
ま
し
た
。

※
奨
励
生
制
度

本
学

の
会
計
士
講
座
を
熱
心し

ん

に
受
講
し
、
学
習
の
進

ち
ょ
く

捗
が
著
し
く
、
現
役
で

公
認
会
計
士
試
験
に
合

格
し
よ
う
と
熱
意
を
持

つ
受
講
生
を
選
抜
し
、

２
年
目
の
「
基
礎
講

座
」
の
受
講
に
替
え
て

大
原
学
園
の
上
級
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
受
講
を
課

す
制
度
。

関
東
大
震

災
の
翌
年
に

専
修
大
学
第

２
代
学
長
に

就
任
し
、
後

に
初
代
総
長

を
務
め
た
阪

谷
芳
郎
（
１

８
６
３
～
１

９
４
１
）
の

生
誕
か
ら
１

５
０
年
。
大
蔵
大
臣
や
東
京

市
長
を
歴
任
し
、
政
財
界
や

教
育
界
に
多
彩
な
人
脈
を
築

い
た
阪
谷
に
送
ら
れ
た
本
学

所
蔵
の
未
発
表
の
書
簡
類

が
、
節
目
の
年
に
１
冊
に
ま

と
め
ら
れ
た
。

阪
谷
は
１
８
８
４（
明
１７
）

年
に
東
京
大
学
を
卒
業
し
大

蔵
省
に
入
省
。
専
大
と
の
縁

は
そ
の
２
年
後
に
生
ま
れ
、

東
大
で
専
大
創
立
者
の
一

人
、
田
尻
稲
次
郎
か
ら
理
財

学
を
学
ん
だ
縁
で
、
官
僚
生

活
の
傍
ら
１
８
８
９
年
ま
で

講
師
と
し
て
教
壇
に
立
っ

た
。

め
い
せ
き

頭
脳
明
晰
で
高
潔
な
人
柄

は
近
代
日
本
実
業
の
父
、
渋

沢
栄
一
の
目
に
留
ま
っ
た
こ

と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
２６

歳
で
渋
沢
の
次
女
と
結
婚

し
、
４３
歳
で
大
蔵
大
臣
、
４９

歳
で
東
京
市
長
に
な
る
な
ど

政
財
界
で
幅
広
く
活
躍
。
初

な
が
た
ね

代
学
長
・
相
馬
永
胤
の
死
去

に
よ
り
、
震
災
で
校
舎
を
焼

失
し
財
政
難
に
陥
っ
た
専
大

の
か
じ
取
り
を
託
さ
れ
た
の

は
６１
歳
の
時
だ
。

書
簡
類
は
本
学
図
書
館
が

１
９
６
３
年
に
古
書
店
か
ら

購
入
。
簡
易
目
録
を
作
成
し

て
大
方
の
利
用
に
供
し
て
き

た
が
、
本
資
料
が
日
本
近
現

へ
ん
さ
ん

代
史
研
究
や
大
学
史
編
纂
に

大
き
く
寄
与
で
き
る
も
の
だ

け
に
、
各
方
面
か
ら
よ
り
詳

細
な
目
録
作
成
と
翻
刻
刊
行

が
望
ま
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
声
に
応
え
、
２

０
０
８
年
、
図
書
館
に
学
内

外
の
歴
史
研
究
者
か
ら
な
る

「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
」
を

設
け
る
な
ど
、
組
織
的
な
取

り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。
０９

年
に
資
料
の
保
存
と
利
用
を

考
え
マ
イ
ク
ロ
化
を
完
了
さ

せ
、
同
年
『
阪
谷
芳
郎
関
係

書
簡
目
録
』
を
刊
行
。
続
い

て
本
書
の
刊
行
に
向
け
、
整

理
、
解
読
に
専
門
家
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
図
書
館
で
編

集
作
業
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。翻

刻
さ
れ
た
書
簡
は
、
大

蔵
省
に
入
省
し
て
か
ら
亡
く

な
る
ま
で
の
５７
年
間
に
阪
谷

に
宛
て
ら
れ
た
１
３
６
５

通
。
差
出
人
は
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
政
治
、経
済
、教
育

な
ど
の
分
野
で
功
績
を
残
し

た
４
２
０
人
あ
ま
り
で
、
名

だ
た
る
人
物
が
ひ
し
め
く
。

口
絵
に
は
阪
谷
本
人
を
は

じ
め
、
高
橋
是
清
や
嘉
納
治

五
郎
、
渋
沢
な
ど
１０
人
の
書

状
の
写
真
も
。
筆
跡
に
性
格

が
見
て
取
れ
、
興
味
深
い
。

昨
年
７
月
に
逝
去
し
た
青
木

美
智
男
元
文
学
部
教
授
が

「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
と
一

文
を
寄
せ
て
い
る
。
（
芙
蓉

書
房
出
版
・
本
体
１
万
１
５

０
０
円
＋
税
）

山
本
竜
矢
さ
ん

小
野
勝
也
さ
ん

宮
田
英
嗣
さ
ん

神
保
将
輝
さ
ん

小
林
貴
之
さ
ん

「２０１３年度合格祝賀会」

阪谷芳郎関係書簡集

「
得
意
技
つ
く
り
精
進
を
」

（
経
済
３
）

（
商
３
）

（
商
４
）

（
商
４
）

（
商
４
）

専修大学編

矢
野
学
長

勉強法を見習い自信

講義の取り方を工夫

友人との交流も大切

運動でリフレッシュ

苦手科目を作らない

図書館所蔵の未発表１３６５通

初代総長・

司法試験、公認会計士試験、
国家公務員採用総合職試験

� 矢野学長から記

念品が贈られた

公公
認認
会会
計計
士士

現現
役役
合合
格格
者者

１１３３
年年
度度
公公
認認
会会
計計
士士
試試
験験
、、
国国
家家

公公
務務
員員
採採
用用
総総
合合
職職
試試
験験
合合
格格
者者
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